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ピン民業発展にむける地主の役割（I)
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ようになる。つまり，在村地主51，在郷31，不在30である。
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第1表 土地！昨白規模別・類型，~IJJ:也主数 （単位：人〕

I I .t也主の ~j 型f:l也明有規燃｜ ｜ 
｜地主総数｜ I （ヘクタール）｜ ｜ 
｜ 私村 I:ft' 郷 1不在

5～ 9 
10～ 49 
50～99 
100～199 
2似）～299
300～ 
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j也~： l 人、＇rt:
り平均（ha)

所有規模はほ小がし、うまでもなく 5ヘクダール，最大

が；l741ヘクタールで，：JOOヘクタール以上の規模階層に

はいる 7人のうちには1000ヘクタールを越える地主が故

大のものを合めて2人みられる。 l自主税型リIJに所釘悦慌

をみると，概して不在地主のそれが著しく大きいことが

知られる。もちろん，このなかにも50ヘクタール未満とい

った比較的小規模のものも含まれてし、るが，第I表の絞

大規模階層はすべて不在地主によって独，~i 主れており，

地主1人当たりの平均が；JOOヘクタールちかくにも達し

ている。つづし、て在郷地主の所有規模が大きく，平均96

ヘクタール，在付地主がもっとも小さく平均37ヘクター

ルである。

土地所有がはなはだしく分散的なことはアィリピ／に

おける地主的土地所有に関して著しく特徴的な傾向であ

るが，そのことは第2表からもはっきりとうかがえる。

地主の多くはかれらの所有する農場団地数を即答できる

場合は少なく，したがって第2表の基礎となったデ－'l
は必ずしも確かとはいえないが，それでも地主1人当た

りの所有農地団地数は平均4.40となる。

次に土地の所有形態についてみると，もっとも一般的

には個人所有（individual）または夫婦共有（conjugal）の

第2表土地所有の分散似11(,J

数（人）
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第3表土地所有形態別地主数 （単位：人）

｜ ｜地主類型別
形 態｜総数｜へ→｝ I 

I ｜在村｜：在郷）不在

例入所有 I 38 I 15 I 9 I 14 
夫婦共有｜ 401 201 91 11 
共｜司！折有 1 21 I s I s I 5 
法人所有｜ 1 I ー｜ 1 I一一
混合所有｜ 12 s I 4 I ー－

1 円ード 51 I 31 1 30 
形態をとっているようである（第3表参照〕。兄弟姉妹に

よる共同所有（communal）もかなりみられるが，その場

合通常共同所有者のうちのだれかが代表して農場の経営

にあたり，収穫からの地主取得分は所有者間で均等に分

配される。この他，所有地のある部分は個人所有，矧lの

部分は夫婦共有，また他の部分は共同所有といった複合

的所有形態もあって，これを第3表では混合所有とした。

かかる所有形態と地主の類型との間にはベつだん関係を

認めることはできないようである。

ところで，地主がし、かなる方法で現在の土地を所有す

るようになったか，つまり土地所有の経緯を調査対象地

こlーについて示すと第4表が得られる。経緯としては相続，

購入，または相続した地片にさらに購入によって所有地

を増大した相続・購入の三つがもっとも一般的である。

とくに注日しなければならないのは，購入あるいは相続・

購入による地主が 112人中82人とひじように大きな割合

を山めていることで，そのことは中部ルソンの米作地帯

で土地の売買が意外に多く行なわれていることを示すも

のである。その場合，売買の対象となるのは通常小規模

の農地で，比較的規模の小さい地主の聞にそれがみられ

るようであるoそのことは，第4表において在村地主の

なかに購入または相続・購入によるものが多くなってい

ることから明らかとなる。これにたいして不在地主のな

かにみられるような大土地所有の場合は相続が中心で，

相続・購入による場合でもその大半は相続部分である。

第4表土地所有への経緯 （単位：人）

｜ ｜地主類型 }JI]
土地所有権｜ ｜ 

｜総数｜ 一一一「 ！ 
幾件方法｜ I ,...,, I I 

｜ ｜在村｜在郷｜不荻

村j 最古｜ 27 I 9 9 I 9 
購入 I 38 I 17 I s I 13 
相続・購入1 44 I 24 I 12 I s 
購入・併入l 3 I 1 I 2 1 一

台.··;t··~1 －~2 「~· 31 I ・;;-
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傾向は，均分相続という相続形態と同時に上述の購入に

よる上地集積に大きく起因している。

第5表 小「｜保有知!t漠日IJJ也主数 (1件付：人〉

地主 1'(¥ 1¥1 ¥jlj 
小／'I ！~＇ i＇規模（＼） 総数

｛じ村｜化郷 司｛

8 
7 
1, 

fi I 
l:J 

（法） (1) ろち 5人は100人以上， 2人は80～100人
である。

地iの保有する小作人数は第5表のとJ;；）である こ

れは，いうまでもなく地主の所有地規模にR手応するので

あって、それが故大であった不在地主の平均が61人，つ

づνて（＼：郷地主，＇J:24人，在約j也；111入とたる。これ「，，ト作
人は土地所有が相続される場合そのまま変更されること

なく t また購入の場合も変更のないのが普通のようであ

る（出h夫参照） •• I＿わも，現紅の，J、｛乍人はその親が死亡宝

たは引退したとき小作地を受け継いだ者がほとんどであ

るといわれる。もちろん，地主の多くは小作人を自由に選

択することを望むが‘現在の小作を－｝；°(r'.Ji•こ変更「るこ

とは多くの問題を伴い，したがって現状に甘んじている

ということであった。もちろん，小作人が転出したり白

から／トIP也を放ヰtL之場合には，地主は他〈川j、作人かム

の出願を待って選択するか，または地主が直接に特定の

農民にたいして小作を依頼するのである。

全身史的に地主川教育程度l士山J心調ft対象地主の、ド分
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刀、上が大学教育修了者むあった。その場合， ｛£村地主よ

り不在地主のほうにより高ヤ教育取得者が集中してみら

れる。またー地主の大部分が小作料以外に収入源をもっ

てUて，，j、作料だけに依存してヤる地主はひじように稀

である。主たる職業としては企業経営，自営業，弁護士

などの専門的職業などで，なかには地方あるいは中央政

｝｛干の官吏などもみられる。

ところで，「地主（landlord）」という言葉は単に土地

所有者というだけでなく通常一定の社会的地位を内包す

る械念であるcブイリヒ。ンではプロベタリオ（propc句 rio)

という言葉が英語の landlordにほぼ相当するものとし

て用いられるが，ここで「地主」の概念について若干検

l討を加えておこう。

第7表“地主（landlord）”概念、に関する回答状況

！吋 答
明 11,,1r；：分布
’C I (%) 内

（内定的）
判定基準を土地所有規僚とするもの
判定基i¥f'~' f士会的地位とするもの
判定基if；，地主・’j、i’J関係とする hの
判定基w三企業活的への関心そ 1るもの
（羽子定的）
‘ヒ士t!!.所為者（landowner）”と呼ばれたい
（“地主刊と l立者自民地｝義的だ）
lヨ分は“地主”とJぷわない
jコから〈よい
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調査対象地主 112人から得た回答を吟味すると， 「地

主Jとして認める場合の積極的基準としては第7表に示
されるような四つがみられる。つまり，土地rifrff規模，

社会的地位，地玉・小作関係，企業活動への関心，であ

る。このうちとくに土地所有の規模を基準とする見解が

仁っとも多く，全体のB%に達している。ただし，その

場台の兵｛本i’＇y!Jな規模にっし、ては，少なくとも10附ヘクタ

ールとするものから10ヘクタール以上とするものまであ

ぺて回答の阪がはなはだしく広いし

／）づいて地主・小作関係と回答したものが28%みられ，

関係のあり方としては地主の小作にたいする恩情的側面

が北通して価総された たとえば， ｜ノト作にたし、して忍

L、やりがあること」とか，「小作を訟は［，，］様に扱う j，「父

親のようにふるまうJ，「小作人の生存に必要なものはな

んでも与えるjといった管見が多くみl、pれる。

社会的地位に闘しては経済的に｛、f近の住民から a段と

富裕であることを必要条件とし，その基盤に立って他人

かt，常に尊敬されているとと，レーション（ration-・

2 

I I 3 



Ⅱ農場経営（以上本号）

Ⅲ地主・小作関係

Ⅳリスク・オリエンテーションと土地所有への態度
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小作にたいする籾の前貸し〕を与えるだけの余力のある

こと，！日力乙ケ（caciqu守一一スぺ fン統衿時代の村落の

首ム長，後に7イリピン社会における一大土地所有者階級

となる〉，！日スペイン人高官のごとくふるまえること，

などであるc この他，企業活動に関心をもっているこ E

ポ「地主」の条件であるとしたtわが5%みられる。
以上かち，フィリピン社会で「地主」と呼ばれるため

にはかなりの規模の七地を所｛干し、小作との関係におい

て恩情主義的であることが最低隈必要である上う？と思わ

れる。とはいうものの，ここで注目しておかなければな

らないのは、 「地主jという概念にたいする百定的昆解

ポみられることであるυ つまり、 「地主j正いう言葉は

封建的，あるいは檎民地的性格を内包するが，その限り

で今日の ？ ..リピ＞の地主にはあてはまt，なぜ、としたは

解であるのそれがJji.／；こ泣識上のことにせ.t. 全体の11守口

もみられることは地主の性格の変化を示峻していると考

えられ注闘に値する

H ；農場経営

まず最初に地主の技場経営への参加のfIぢについごみ

よう。前節において試みた地主の分類は，あくまでも地

主の居住地と所有農地の空間的隅たりを基準としたもの

であって，それがかなりの程度まで地主の件院を反II央す

るとして士必ずしも正確ではあ同えない。そく二で第H夫

によって経営参加の仕方をみると， 112人中 70人は地主

自身または家族員抗農場経’Ftを監督なL、L指揮してお

り，残りの，12人は農場主配人（overseer), ~I易手伝L 、人

(farm helper），小作人等第3者に経営を完全に委ねてい

る。本稿でi土前者を経営地主（managinglandlord), ／走

者を非経営I也主（non-managing1沼 dlord）と呼ぶことに

する。その場合在村地主のほとんどが経営地主であり，

在郷地；仁不在地主の大半が非経営地主であることが供

第8表地tr』型別農｝易経筒形態（単位：人）

I l地主類型）／1)
義主E終泊者 j也主総数i -y- ・1 

i I tド村 j在燃｜不 ti
地主自身 I 50143 17  ｜一
地主の家族員 1 20 I 3 I 5 I 12 
第 3 者 I 42 I 4 I :20 I 18 
農場 J配人｜ 221 I q I n 
農場手伝い人｜ 3 I 1 I 2 I 
小作兼差配人｜ 9 I 1 i 6 I 2 
小作人 1 8 I 2 I 3 I 3 

瓦一 ii--~1 11; I日 I:12 ! 30 

I I 4 

8炎からうかがえる。

第9表 農場守ii干のタイづり1）.経営単位校模別i奴i詰水準

｜ 農場管浬者
経常単位規模｜地 主｜殿場差配人 l小作人
I 1平均収 ｜乎J'.:J以！ ！ヂJj立均

（ヘクタール）｜行政｜量 件数｜量 ｜件数｜扇
I ! (cav,) I I (cav.) I I (cav.) 

h山子－－~~－ i ~-r· -2「一一一sI即
日2.0～2.99 I 21 I 54 16 i 54 I 8 I 45 
1'3.0～3 . 99 I 2fi I 48 22 I 46 I 7 I 4ii 
!'4.o u .1: I rn I 46 J 22 I 47 I 2 I 40 

第9表は異なるタイプの農場管理のもとでの収量水準

を経営単位規桟（小作人当たりの耕作地相接） };I］に示し

たものである。これによると，農場管理者のタイプに関

係なく，経営単位規模が小さくなるほど収量水準が高く

なる傾向を認められるが，それはブィリヒGンの小flご経営

とその技術水準のもとでは級蛍規模が小さいほど資源の

より効率的利用が実現されるという関係、の存在を示すも

のであろう。農場管理のケ （f}}ljには農場差記入の場合

がJill＋あるいは小作入の場合と比較しでより高ャ収量水

準にある。これは，後述するように農場差配人への報酬

がi以楼昆；基準であることに上ると，患われる。

7 { I｝ピンi也J:fH!Jのもとにおける小作形態には分益小

作と定額小作の二つがみられるが，いうまでもなく前者

が院！？然支配的である。本書司夜においごもみf象地主 112人

中91人主でが分益f!jljをと－.ており，他のHi入は分続出ljと

定額制を合わせ行ない，定額制だけをとっているものは

わ子か5入にすぎない 0谷川表参照）（ したがJ Pて、経

営・ j隊長営地主をとわず大多数が分益信ljを採用Lてし、る

のであるが，定額制についてみると非経営地主のほうに

より多くみられる。とくに、定額剰のみをとっている地

主日人がすべて非経営地主であることは注目したければ

なるまい。

ととろで，一口に分益治I］とし、つでもその分益比率には

いんいろあって，もっとも伝統的かっ一般的な50 50の

ほか，地主側に有利な45-55から小作側に有利な55-45,

60-40, 70-30, 75-25までみられる｝しかも，地主に

よ yてほ同一人が異なる分主主比率を｛）十周している場介も

いくつかみられる。これらの分益比率は一定の天引き経

費部分が差し引かれた純収穫にたいして適用されるので

あぺて，もっとも標準的な50 50の場f，についていろと

だいたい種子代，脱穀費，肥料代，水利費がますヰ天引き

され，残余が折半対象となる。そもそも分益小作制にお

し、ては，収穫物の分益比率は生産費の分担方式どセット

になっていて，上述のような分益比率にみられる差異は
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には上述のアガ、ソドが；JO.tヲマ》てくるので45 55のLtネの
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L、る

おl2夫l土i二去を y：一セント友示したものである、これ

かん，さきに指摘した分益比率の変化と天引き経費部分

の関係がい－，そう阿波にろかがえるJ つまり，天引き絞

貨がたきくなればなるほど分益比ネも地主似jに有利とな

るというi関係であるコとすると， j也紅にどっては，それ

をtifペミmしてとも天引き部分を大きくして分益i七がを
{1平I］にしようとする契機がはたらくとみなければなるま

,, ',-, ト作の非椛沢地主と比八てそれを行なうのに上りff
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この点に関しては経悦地主と非経’ドi;J也二Lとの間に傾向的

元誌がほとんど認められなし、つ

終場経’j寺におけるも乃もろの決定が，どういうふうに

どれに工.，亡な主れるかをみる左第15表が得られる》通

常，！Ht品陪，使用！肥料など重要な項Rに隠しては地J
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lシースンガたり20cav. 
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年間100cav. 
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全収穫物
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となる。いわば，地主の「使い走り」で，概して経営地

主のもとにある差配人にこのタイプが多い。これにたい

して第2のタイプの差配人の場合は，文字どおりいっさ

いの農作業の監督を主たる任務とし，刈取り後の農場で

は脱穀が終わるまでの期間稲堆（mandala）の監視もやら

なければならない。第3のタイプの差配人はまさしく地

主の代理人で，農場経営にあたって前二者をはるかに上

向る大きな独立性をもっ。通常農場支配人（farmadmin-

i strator）として農場の改善等を含むいっさいの指揮権

限が付与され，経営上の意志決定はひとえにかれの肩に

かかる。ヤうまでもなしもっぱら非経営地主の雇用す

る差配人によく見られるタイプである。

これら差配人の報酬は第17表に示されるようにかなり

まちまちである。なかでも，もっとも一般的と思われる

とりきめは地主取得分の5%を差配人の報酬とする場合

で，同表から知られるように差配の任務の差異とは関係

なし、。偏差は，むしろ農場の道路からの遠近，．地主と差

配人との個人的関係，差配人在職期間，等々が勘案され

た結果のようである。このほか差配人には種々の恩典が

与えられていて，たとえば家賃が無料であったり，借用

を受ける場合無利子であったり，また医療面での援助が

地主からなされたりする。

（調査研究部〕

場合が多いい

すでに指摘したように，地主のなかには農場の経営・

管理にあたって差配人を雇用するものがみられる。調査

対象となった 112人の地主についてみると， 32人つまり

全体の29%が差配人をもっており，経常・非経営地主日lj

では前者の21%，後者の40%がそうである（第16表参照）。

前節の地主分類でいうと，当然のことであるが不在地jー

の場合にとくに差配人をおいているケースが多くみられ

る。在村地支のなかでも農場規模が著しく大きし・ l人に

ついては差配人をもっており，またt-l：郷地主にも農場が
］.，｝住地から遠くはなれている部分につU、て差配人を｛史J

ているものもある。

地主の期待する役割からみた差配人のタイプには三＂）

が認められるυ すなわち，地主の補（主役としての役割，

農作業の監督者，地主の代理人である。地主補佐役とし

ての役，剖が期待されている差配人の場合， ・1t1；に地主から

の指示を待って行動し，小作人へのレーションの調達・

分配，地主の意志を小作人に伝達・普及させること，地

主取得分の籾米を倉庫に保管することなどが主たる任務

第16表経営.c!f：経営地主別差配人削＇）司状況
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総フ差配人のタイ
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